
平成30年　3月31日

1 枚方市における快適な公園・緑地空間の創出

平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 枚方市

・1人当たりの公園面積（用地取得後、公園整備が可能となる面積を含む）を増やす。
・都市公園施設の改築、更新を実施し、公園利用者の安全確保と公園機能の保全を図る。
・平成28年度までに、85箇所において公園施設長寿命化計画に基づく公園施設の改築を行い、改築が必要な公園施設の割合を0％から100％にする。

（H24当初） （H26末） （H28末） H24:207.06ha/408926人
① H26:210.86ha/406953人

1人当たりの公園面積（用地取得後、公園整備が可能となる面積を含む） H28:215.26ha/406953人

② （9/1現在人口）
長寿命化が必要な都市公園施設の計画策定の達成率＝（計画済みの都市公園数）／（計画が必要な都市公園数）×100

③

公園施設の改築等工事の達成率＝（改築を実施した個所数）／（改築が必要な箇所数）×100

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

平成29年度

窓口にて閲覧

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　公園事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 枚方市 直接 枚方市 － 公園 1,703

1-A-2 公園 一般 枚方市 直接 枚方市 － 公園 1,079

1-A-3 公園 一般 枚方市 直接 枚方市 － 公園 116

小計（公園事業） 2,898

合計 2,898

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-B-1 道路 一般 枚方市 直接 枚方市 都市公園事業（東部スポーツ公園） 道路改修 40

合計 40

番号 備考

1-B-1

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

公園

一体的に実施することにより期待される効果
後方支援活動拠点として活用する公園の出入口を大型車両が通行可能となるように道路の改良整備を行う。

番号 事業者
省略

要素となる事業名

公園施設長寿命化対策支援事業

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

　　枚方市　土木部　公園みどり推進室 公表の方法

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

都市公園事業（東部スポーツ公園） 枚方市

都市公園事業（星ケ丘公園） 枚方市

0% 1% 5%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,938百万円 Ａ 2,898百万円 Ｂ 40百万円 Ｃ 0百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

5.18㎡ 5.29㎡

0% 100% 100%

5.10㎡

　　計画の成果目標（定量的指標）

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　　　　枚方東部地区に自然と調和したスポーツ機能を備えた公園の整備を行い、東部地域の魅力を高め、市民スポーツ活動の活性化と緑の創出を行うものです。また、大規模災害発生時には、京奈和自動車道や
　　　　第二京阪道路、国道１号線等に接続する国道307号の沿道に存する利点等を活かして、後方支援活動拠点等として活用することを想定しています。（東部スポーツ公園）
　　　　　枚方市中部地区に緑の拠点となる公園を整備を行い、本公園は住宅密集地にあり広域避難地である淀川河川公園を補完する一時避難地として利用できる公園とするものです。（星ケ丘公園）
　　　　　また、公園施設長寿命化計画に基づき適切に維持管理されている公園施設の改修を実施し、都市公園の適正な管理による公園利用者の安全・安心の確保や、公園施設に係るトータルコストの低減を図って
　　　　いくものです。（公園施設長寿命化計画支援事業）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

7.8ha公園整備（野球場
含む）

2.1ha公園整備

枚方市
王仁公園等1853箇所にお
ける便益、遊戯施設の改
築等

枚方市

事業内容 市町村名
港湾・地区名



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・１人当たりの公園面積
都市公園の整備、開発事業等による公園の帰属により、供用開始した公園面積が増加した。

Ⅰ定量的指標に関連する ・公園利用者の安全確保と公園機能の保全
　　　交付対象事業の効果の発現状況 都市公園施設の改築、更新を実施し、公園利用者の安全確保と公園機能の保全が図れた。

・長寿命化計画策定の達成率
長寿命化が必要な都市公園施設の計画策定を進めた。

最終目標値 5.29㎡/人
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 都市公園の整備を行い、また開発事業等において公園の帰属もあり、目標値を上回った。

に差が出た要因
最終実績値 5.34㎡/人

最終目標値 100%
目標値と実績値 長寿命化が必要な都市公園施設の計画策定を行い、目標値を達成した。
に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値 5%
目標値と実績値 公園施設長寿命化計画に基づく改築等工事を行ったことにより、目標値を達成した。
に差が出た要因

最終実績値 5%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

平成29年度以降においても、枚方市都市公園条例で定められた、市の区域内の都市公園の住民1人あたりの敷地面積の標準10㎡以上、市街地の都市公園の当該市街地の住民1人あたりの敷地面積の標準5㎡以上を
目指しながら、老朽化が進む既存公園内の遊具等、公園施設の改築更新を進めます。

一体的に実施することにより期待される効果

指標①（１人当
たりの公園面
積）

指標②（長寿命
化が必要な都市
公園施設の計画
策定の達成率）

指標③（公園施
設の改築等工事
の達成率）

全体事業費
（百万円）工種

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名


